
　ダムを一望　
駆け抜ける爽快感

　小石原川ダムの材料を採取し
た山に、工事用の作業道を生か
したマウンテンバイクコースを
整備中です。ダムを眺めながら
走れるコースは九州でも珍しく、
マウンテンバイク愛好家も注目。
朝倉市の新たな名所となることが
期待されます。
　　　（撮影：令和３年１０月２日）
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【9月定例会】

　

令
和
３
年
第
４
回
定
例
会
は
、
８
月
31
日
か

ら
９
月
22
日
ま
で
の
23
日
間
の
日
程
で
行
わ

れ
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
緊
急
事
態
宣
言
下
で
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
。

　

開
会
日
に
報
告
４
件
、
議
案
18
件
、
請
願
１

件
、
意
見
書
案
２
件
が
上
程
さ
れ
、
提
案
理
由

の
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
定
例
会
で
は
11
人
の
議
員
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
、
防
災
・
減
災
、
農

林
行
政
施
策
、
過
疎
対
策
、
地
域
放
送
整
備
、

学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク

ー
ル
、
学
校
安
全
推
進
計
画
、
地
方
創
生
に
つ

い
て
等
の
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　

決
算
審
査
特
別
委
員
会
で
は
、
４
日
間
に
渡

り
、
令
和
２
年
度
の
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

を
審
査
し
ま
し
た
。

　

最
終
日
に
各
委
員
会
の
審
査
結
果
報
告
を
受

け
、
質
疑
・
討
論
・
採
決
を
行
い
、
全
議
案
等

を
認
定
、
可
決
お
よ
び
採
択
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
追
加
上
程
さ
れ
た
意
見
書
案
１
件
に

つ
い
て
も
可
決
さ
れ
、
本
定
例
会
を
閉
会
し
ま

し
た
。

8月31日	 ★開会
	 ●会期の決定
	 		●会議録署名議員の指名
	 ●議案等の上程
	 ●提案理由の説明
	 ●請願紹介議員の説明
	 ●決算審査特別委員会の設置
	 ♦決算審査特別委員会
		1、2日	 （考案日）
　		 3日	 ●一般質問（5人）
　		 6日	 ●一般質問（5人）
    7日	 ●一般質問（1人）
	 ●議案等の質疑
	 ●議案等の委員会付託
							 ♦常任委員会
　　8日	 ♦常任委員会
13~16日	 ♦決算審査特別委員会
17、21日	 （事務整理日）
   22日	 ●議案等の審議
	 （委員長報告	質疑・討論・採決）
	 ●追加議案等の上程
	 ●提案理由の説明
	 ●追加議案等の審議
	 （質疑・討論・採決）
	 ●諸般の報告
		 ★閉会

　
朝
倉
市
議
会
で
は
、
第
４
回
定
例
会
か
ら

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
導
入
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
紙
で
配
付
し
て
い
た
議
会
資
料

を
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
で
閲
覧
で
き
る
よ
う
に

し
、
会
議
運
営
の
効
率
化
お
よ
び
コ
ス
ト
削

減
を
図
り
ま
す
。
な
お
、
今
回
は
、
紙
と
電

子
デ
ー
タ
を
併
用
し
て
お
り
、
段
階
的
に

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
を
目
指
し
ま
す
。

　

今
後
は
、
連

絡
ツ
ー
ル
、
オ

ン
ラ
イ
ン
会
議
、

緊
急
時
の
情
報

共
有
の
手
段
と

し
て
な
ど
、
幅
広

く
タ
ブ
レ
ッ
ト

を
活
用
し
、
議

会
お
よ
び
議
員

活
動
の
充
実
や

活
性
化
を
図
る

た
め
、
デ
ジ
タ

ル
化
を
推
進
す
る

予
定
で
す
。　議案等の詳細な審

査と結果の報告を委
員会に委ねることを
「委員会付託」とい
い、付託された委員
会は審査の結果を本
会議で報告します。
　ここでは、各常任
委員会で審査された
案件等の一部を掲載
しています。

デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
一
歩
を

踏
み
出
し
ま
し
た

詳
細
か
つ
慎
重
な
審
査
を
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
委
員
会
付
託
案
件

令和２年度決算（一般会計及び特別会計等）　　　

歳入　650億8791万円
歳出　638億6219万円 を認定

 

会
例
定

9月

タ
ブ
レ
ッ
ト
議
会　
始
ま
る	

！

会期日程
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朝
倉
市
過
疎
地
域
持

続
的
発
展
計
画
（
朝

倉
・
杷
木
）を
策
定

　

新
過
疎
法
の
制
定
に

よ
り
、
杷
木
地
域
に
加

え
、
新
た
に
朝
倉
地
域

が
過
疎
地
域
に
該
当
し

ま
し
た
。

　

両
地
域
に
お
い
て
は
、

若
年
層
の
人
口
流
出
お

よ
び
少
子
高
齢
化
に
よ

る
地
域
の
担
い
手
不
足

等
の
問
題
を
抱
え
て
お

り
、
過
疎
対
策
は
重
要

な
課
題
で
す
。

　

こ
の
計
画
に
記
載
さ

れ
た
事
業
は
、
過
疎
債

と
い
う
有
利
な
財
政
措

置
を
受
け
推
進
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

委
員
か
ら
は
、
高
速

道
路
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
を
活
用
し
た
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
べ
き
で

は
な
い
か
と
の
意
見
等

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

執
行
部
に
よ
り
ま
す

と
、
総
務
部
に
限
ら
ず

農
林
商
工
部
等
、
関
連

部
署
と
も
連
携
し
、
庁

内
で
横
断
的
に
取
り
組

ん
で
い
く
と
の
こ
と
で
す
。

　

委
員
会
で
は
、
計
画

に
基
づ
き
、
過
疎
債
を

活
用
し
た
有
効
な
過
疎

対
策
を
推
進
す
る
こ
と

の
重
要
性
を
確
認
し
、

全
員
異
議
な
く
原
案
の

と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

医
療
費
の
適
正
化
が
求

め
ら
れ
ま
す

　

令
和
２
年
度
朝
倉
市

国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
の
う
ち
、
国
民
健
康

保
険
事
業
分
が
合
併
後

初
め
て
の
黒
字
決
算
と

な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
課
題
も
あ

り
ま
す
。

　

昨
年
度
、
１
人
あ

た
り
の
医
療
費
は
約

43
万
１
千
円
と
な
っ
て

お
り
、
平
成
27
年
度
以

降
、
40
万
円
を
超
え
る

高
い
水
準
が
続
い
て
い

ま
す
。

　

お
く
す
り
相
談
バ
ッ

グ
運
動
や
医
療
費
通
知

等
の
継
続
、
特
定
健
康

診
査
等
に
よ
り
、
生
活

習
慣
病
の
発
症
や
重
症

化
予
防
に
取
り
組
む
こ

と
で
、
医
療
費
の
適
正

化
を
図
る
必
要
が
あ

る
と
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
計
の
収
支

改
善
に
は
、
保
険
税
の

徴
収
率
を
改
善
す
る
こ

と
も
必
要
で
す
。

　

委
員
会
で
は
、
関
係

各
課
の
努
力
に
よ
り
黒

字
決
算
と
な
っ
た
成
果

を
認
め
つ
つ
、
さ
ら
な

る
医
療
費
適
正
化
の
推

進
が
不
可
欠
で
あ
る
こ

と
を
確
認
し
、
全
員
異

議
な
く
原
案
の
と
お
り

認
定
し
ま
し
た
。

農
地
改
良
復
旧
事
業

の
工
事
請
負
契
約
を

審
査

　

平
成
29
年
７
月
九
州

北
部
豪
雨
に
て
被
災
し

た
農
地
の
改
良
復
旧

（
区
画
整
理
）
事
業
に

お
い
て
工
事
請
負
契
約

を
締
結
す
る
に
当
た
り
、

議
会
の
議
決
を
求
め
ら

れ
た
も
の
で
す
。

　

北
川
下
流
域
地
区

（
杷
木
志
波
）
が
７
ha
、

２
億
２
６
６
０
万
円
、

赤
谷
川
地
区
２
工
区（
杷

木
松
末
）が
４
．
９
４
ha
、

１
億
９
４
７
０
万
円
、

赤
谷
川
下
流
域
地
区（
杷

木
林
田
・
杷
木
星
丸
・

杷
木
大
山
）が
９
．
０
４

ha
、
２
億
４
１
７
５
万

円
で
工
事
請
負
契
約
を

締
結
し
ま
す
。

　　

委
員
会
で
は
被
災
者

が
１
日
も
早
く
営
農
を

再
開
で
き
る
よ
う
求
め
、

全
員
異
議
な
く
原
案
の

と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

園
芸
品
目
生
産
緊
急

支
援
事
業

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ

り
価
格
下
落
の
影
響
が

で
て
い
る
ブ
ロ
ッ
コ
リ

ー
や
キ
ャ
ベ
ツ
等
、
８

品
目
の
種
苗
費
、
生
産

資
材
費
等
に
要
す
る
経

費
を
一
部
支
援
す
る
も

の
で
す
。
委
員
会
で
は

全
員
異
議
な
く
原
案
の

と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

住み続けられる
まちづくりを

野菜を安定して
供給するために

医
療
費
の
適
正
化
を

ヘ
ク
タ
ー
ル

過
疎
対
策
に
力
を

　
朝
倉
地
域
を
計
画
に
追
加

総
務
文
教
常
任
委
員
会

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　
合
併
後
初
め
て
の
黒
字
化

環
境
民
生
常
任
委
員
会

一
日
も
早
い
営
農
再
開
を
求
め
て

　
　
農
地
改
良
復
旧
事
業
が
進
む

建
設
経
済
常
任
委
員
会

　

議
案
２
件
お
よ
び

請
願
１
件
を
審
査
し

ま
し
た
。

　

議
案
６
件
を
審
査

し
ま
し
た
。

　

議
案
８
件
を
審
査

し
ま
し
た
。
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【決算審査特別委員会】

 

令和２年度　朝倉市会計別決算

区　分 歳　入 歳　出

一 般 会 計 462億4,854万円 447億3,963万円

特
別
会
計

住宅新築資金等貸付 660万円 660万円

簡易水道 435万円 435万円

国民健康保険
（事業勘定） 68億1,718万円 67億4,340万円

国民健康保険
（直営診療施設勘定） 2億7,132万円 2億6,325万円

後期高齢者医療 9億4,156万円 9億1,625万円

介護保険特別会計 59億7,520万円 58億6,181万円

工業用地造成事業 56万円 56万円

小　　計 140億1,682万円 137億9,625万円

企
業
会
計

工業用水道事業 5億5,929万円 5億6,479万円

水道事業 7億1,112万円 7億8,009万円

下水道事業 35億5,212万円 39億8,143万円

小　　計 48億2,254万円 53億2,631万円

合　　計 650億8,791万円 638億6,219万円

 

【令和２年度普通会計歳入歳出決算の主な財政指標】

区　　分 令和２年度 令和元年度

歳入総額 462億5,501万円 412億1,822万円

歳出総額 447億4,609万円 396億7,565万円

経常収支比率 92.5% 91.0%

実質公債費比率 9.4% 8.8%

財政力指数 0.54% 0.54%

基金現在高 178億9,575万円 170億9,219万円

地方債現在高 314億2,839万円 314億5,925万円

※１万円未満切り捨てのため、計が一致していません。

４日間かけて審査を
行いました

委
員
が
注
目
し
た
事
業
は
５
ペ
ー
ジ
に
掲
載

こ
こ
が
知
り
た
い

財
政
用
語

　
令
和
２
年
度
普
通
会
計
決
算
は
、
歳
入
４
６
２
億
５
５
０
１
万

円
、
歳
出
４
４
７
億
４
６
０
９
万
円
で
す
。

　

前
年
度
と
比
較
し
、
歳
入
、
歳
出
と
も
に
50
億
円
以
上

の
増
と
な
り
ま
し
た
。
主
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
応
関
連
事
業
や
公
債
費
の
繰
上
償
還
等
を
行
っ
た
こ

と
に
よ
る
も
の
で
す
が
、
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
や
普
通

交
付
税
の
増
等
に
よ
り
財
政
調
整
基
金
か
ら
の
繰
入
金
は

必
要
と
せ
ず
、
実
質
単
年
度
収
支
は
12
億
３
０
７
２
万
円

の
黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
災
害
か
ら
の
復
旧
・
復
興
お
よ
び
コ
ロ
ナ
対

策
が
最
優
先
で
あ
る
一
方
、
地
方
創
生
、
人
口
減
少
対
策

等
に
も
よ
り
効
果
の
高
い
事
業
を
選
択
し
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

★
経
常
収
支
比
率

　

毎
年
連
続
し
て
入
っ

て
く
る
お
金
の
う
ち
、使

い
道
を
指
定
さ
れ
ず
自

由
に
使
え
る
お
金
を
、継

続
し
て
固
定
的
に
支
出

し
て
い
る
経
費
に
ど
の

程
度
充
て
て
い
る
か
を

示
す
比
率
。

　

こ
の
比
率
が
低
い
ほ

ど
、自
由
に
使
え
る
お
金

の
割
合
が
大
き
い
と
い

う
こ
と
に
な
る
。

★
実
質
公
債
費
比
率

　

財
政
規
模
に
占
め
る

単
年
度
の
借
金
返
済
の

割
合
を
示
す
比
率
。

★
財
政
力
指
数

　

地
方
公
共
団
体
の
財

政
力
を
示
す
数
値
。こ
の

指
数
が
１
．０
０
を
超
え

る
団
体
は
、財
源
に
余
裕

が
あ
る
こ
と
に
な
り
、普

通
交
付
税
の
不
交
付
団

体
と
な
る
。

令
和
２
年
度
決
算
コ
ロ
ナ
禍
、
災
害
復
旧
・
復
興
事
業
に
よ
り

歳
入
歳
出
と
も
に 

過
去
最
大
に
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地方創生臨時交付金事業
10億729万円

ふるさと応援寄附金事業
11億5,433万円

防災拠点施設整備事業
2億1,405万円

秋月・安川統合保育所建設事業
1億1,050万円

学校ICT環境整備事業
8億8,533万円

コロナ

防災

ふるさと
納税

学び

保育

　新型コロナの感染拡大防止や、感染拡大の
影響を受けている地域経済および住民生活の
支援のため国が交付する交付金を使い行う事
業です。
　朝倉市でも数多くの独自の取組を行いまし
た。その一例を紹介します。

中小企業等支援事業　1億2,853万円
　新型コロナの感染拡大により売上が減少し
た中小企業等に対し、持続化支援金や家賃支
援金の給付、国県給付金の申請支援等を行い
ました。

プレミアム付商品券発行事業　7,500万円
　市内の消費喚起のため、プレミアム付商品
券を発行しました。

公共交通事業者支援事業　1,729万円
　新型コロナの感染拡大により経営に大きな影
響を受けた甘木鉄道（株）や、バス、タクシー等
の交通事業者に対し、支援金を交付しました。

　市へ応援寄附金を寄附された方へ、地元の
特産品等を返礼品として送るための費用です。
　令和２年度の寄附金額は前年度より約６億
円増え、約22億6,471万円となりました。

　旧久喜宮小跡地に防災拠点施設を整備しま
した。

　秋月保育所と安川保育所を統合し、新たな
保育所を建設しました。

　小中学校に高速大容量の校内ＬＡＮを整備
するとともに、全児童生徒および教員に対し
タブレット端末を配付しました。

返礼品で朝倉市の魅力をPR

タブレットを活用した授業（杷木中学校）

平常時は地域活動の拠点にも 災害対応も考えられた新しい安川保育所
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【決算審査特別委員会】

たくさんの人に朝倉市を知り、応援していただいています

これからに期待　ウェブサイト「Visit	Asakura」守りたい　ふるさとの風景

　約22億6,471万円寄附をいただいた努力
に敬意を表する。どこに力を入れたのか。ま
た、人気のある返礼品は何か。
　ウェブサイトの取扱いを２社増やし、多く
の人の目に触れるようにしたほか、商工会議
所、商工会、ＪＡ、地元事業者と連携し、返
礼品の品目を増やしている。
　返礼品は、飲料水やあまおう等に人気があ
り、コラボ商品にも力を入れている。

　ふるさと応援寄附金充当事業等の約17億
4,200万円は、何に使ったのか。
　令和２年度ふるさと応援寄附金の返礼経費
に約11.5億円、災害関連経費に約４億円、
地方創生関係事業に約１億円、地域振興に約
８千万円である。
　寄附していただいた方の期待に応えるため
にも、有効に活用してほしい。これからの朝
倉市に希望が持てるような事業に活用を。
　地方創生のために活用したい。

　コロナ禍で海外旅行は下火。外国人向けの
観光情報発信はどのように行っているのか。　　
　地域おこし協力隊が作成しているウェブサ
イト「 Visit Asakura（ヴィジットあさくら）」
に秋月、三連水車、原鶴温泉などの情報を掲
載している。
　外国人向けサイト、ＳＮＳでの集客を。
　現状でできることとして、まずは国内在住
の外国人向けに情報を発信していく。

A

A A

A
A

Q

Q Q

Q Q

令和２年度の一般会計歳入歳出決算に
ついて、「決算審査特別委員会」の
審査の中で行われた質疑と答弁を

抜粋して紹介します。

貴重な財源をどう活用するのか
　　　　ふるさと応援寄附金充当事業

今できるやり方で観光客を呼び込む
　　　　　　　 　 観光宣伝事業

あさくらファンを味方に！
　 　　　　ふるさと応援寄附金事業



7

【決算審査特別委員会】
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心と体を見つめ直すきっかけに 農業公園に続く市道	寒水・古賀線

買い物、通院等、様々なおでかけにデザインを一新した市ホームページ

　市職員のストレスチェックを行っている
が、その結果をどう生かしているのか。
　チェックはあくまでも一次予防であり、本
人が希望する場合等には産業医面談の機会を
設けている。
　災害復旧および新型コロナ対応で、職員は
苦労が多いと思う。職場でのストレス緩和に
も対策をとってもらいたい。
　時間外勤務の多い職員等には産業医面談を
勧めている。面談については、月２回の場を
設けている。

　杷木農業公園は、道路が復旧しておらず、
災害の危険があるため閉園中とのことだが、
災害から４年経過している。現状と、建物の
管理はどうなっているのか。
　公園の周辺について、地滑りの調査等を
行っている。
　寒水から上る市道も、志波の米

こ め の や ま

ノ山林道も
一般車両は通行できない。
　工事の進捗状況を見ながら、安全性が確保
できた後に、今後の農業公園について検討し
ていきたい。

　市ホームページ更新業務の詳細は。
　全体を一新し、ユニバーサルデザインを取
り入れた新たなホームページを構築した。　
　公共施設のWi-Fi環境は、どの施設に構築
したのか。
　ピーポート甘木、朝倉地域生涯学習セン
ター、らくゆう館の会議室等にWi-Fi環境を整
備した。

　運転免許証を自主返納した高齢者への支援
として、１万円相当のコミュニティバス回数
券以外には何があるのか。　　
　西鉄バスで利用できる１万円相当のニモカ
カードを交付している（コミュニティバス回
数券とどちらかを選択）。
　コミュニティバスやニモカを使わない高齢
者もいる。他の支援は考えられないか。
　ニモカはコンビニでも使用できる。他の支
援については、今後研究していきたい。

A

A

A

A
A

A

A

Q

Q

Q

Q Q

Q

Q

施設の管理、今後の方向性は
　 　　　　　杷木農業公園管理事業

市職員のメンタルヘルスケアを
　 　　　　　　 　労働安全衛生事務

市民や市職員のテレワークにも対応
　 　 情報系システム・光網管理運営事業等

公共交通の利用促進
　　高齢者運転免許証自主返納支援事業
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【一般質問】

　
　

馬
田
和
太
鼓「
鼓こ
き
ょ
う響
」の
練
習
場
所

が
な
く
て
困
っ
て
い
る
。
財
政
的
に
厳

し
い
と
は
思
う
が
、ど
う
し
た
ら
い
い
か
。

　
　

太
鼓
の
練
習
は
場
所
が
限
ら
れ
る

た
め
、
ピ
ー
ポ
ー
ト
の
ホ
ー
ル
等
が
該

当
す
る
と
考
え
て
い
る
。
教
育
委
員
会

の
意
見
も
聞
き
な
が
ら
考
え
て
み
た
い
。

　
　

ふ
る
さ
と
納
税
を
財
源
に
、
合
計

特
殊
出
生
率（
※
）が
上
が
る
施
策
を
考

え
ら
れ
な
い
か
。

　
　

限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、
他
自
治

体
の
取
組
等
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
合

計
特
殊
出
生
率
の
向
上
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

　
　

他
県
の
制
度
で
、
消
防
団
協
力
事

業
所
表
示
制
度
を
導
入
し
、
事
業
税
額
一

部
控
除
の
制
度
が
あ
る
が
、
福
岡
県
に

も
導
入
を
働
き
か
け
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

　

消
防
団
の
活
動
に
対
し
て
関
心
を

持
っ
て
も
ら
う
た
め
の
一
つ
の
方
策
な

の
で
、
県
と
の
意
見
交
換
の
折
に
話
を

し
た
い
。

　
　

霧
島
市
の
、
消
防
団
員
証
を
活
用

し
た
消
防
団
員
優
遇
制
度
は
非
常
に
良

い
。

　

消
防
団
員
の
減
少
に
歯
止
め
を
か
け

る
た
め
、
優
遇
措
置
を
増
や
す
べ
き
で

は
。

　

　

協
賛
店
等
の
協
力
や
消
防
団
側
の

積
極
的
な
活
用
が
不
可
欠
な
の
で
、
十

分
な
調
査
研
究
を
行
い
た
い
。

鹿
か げ

毛	哲
て つ や

也　議員

和太鼓練習場所が
なかなかない

※
15
歳
か
ら
49
歳
ま
で
の
女
性
の
年
齢
別
出
生
率
を

　

合
計
し
た
も
の

　一般質問は、年４回開催され
る定例会の中で行われます。
　ここに掲載したものは抜粋
ですので、全文につきまして
は、会議録を閲覧されるか、
市議会のホームページでご確
認ください。

①   

朝
倉
市
の
伝
統
芸
能
に
つ
い
て

②   

朝
倉
市
の
出
生
率
に
つ
い
て

③    

朝
倉
市
の
防
災
に
つ
い
て

④    

朝
倉
市
の
水
道
事
業
に
つ
い
て 

【
質
問
項
目
】

Q

Q

Q

Q

A

A

AA

A Q
合
計
特
殊
出
生
率
目
標
値
1.69
は
達
成
で
き
る
の
か

新
し
い
生
活
様
式
の
中
で
達
成
に
向
け
努
力
す
る

コ
ロ
ナ
後
に
向
け
て
朝
倉
市
が

発
展
す
る
た
め
の
政
策
を
問
う

質
問
者
11
人

感
染
症
対
策
の
た
め

本
定
例
会
は
傍
聴
自
粛
を
お
願
い
し
ま
し
た
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【一般質問】
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朝
倉
市
が
こ
れ
か
ら
発
展
す
る
た

め
に
は
、
ま
ず
は
朝
倉
市
に
来
て
も
ら

う
。
交
流
人
口
を
増
や
し
、
最
終
的
に

は
定
住
人
口
に
す
る
。「
朝
倉
市
に
行
っ

て
み
た
い
、
朝
倉
市
を
見
て
み
た
い
」

が
大
事
だ
。
そ
の
た
め
の
集
客
の
核
と

し
て
、
何
が
考
え
ら
れ
る
の
か
。

　
　

秋
月
、
原
鶴
温
泉
、
三
連
水
車
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
近
年
で
は
山
田
堰

も
朝
倉
市
を
代
表
す
る
観
光
資
源
と

な
っ
て
い
る
。

　
　

９
月
３
日
の
日
経
新
聞
に
、
キ
リ

ン
ビ
ー
ル
福
岡
工
場
の
記
事
が
大
き
く

出
て
い
た
。
観
光
客
に
も
っ
と
ア
ピ
ー
ル

す
べ
き
で
は
な
い
か
。
市
長
に
問
い
た
い
。

　
　

キ
リ
ン
ビ
ー
ル
と
朝
倉
市
は
極
め

て
良
好
な
関
係
に
あ
る
。
コ
ス
モ
ス
の

咲
く
季
節
に
は
、
一
緒
に
な
っ
て
イ
ベ

ン
ト
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
　

「
日
経
ト
レ
ン
デ
ィ
」
９
月
号
で

「
道
の
駅
う
き
は
」
が
九
州
エ
リ
ア
２

位
と
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
フ
ル
ー
ツ
で

競
り
負
け
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　

　

質
と
量
で
は
負
け
て
い
な
い
。
た

だ
、
メ
デ
ィ
ア
宣
伝
に
お
い
て
、
こ
れ

か
ら
工
夫
や
注
力
が
必
要
だ
。

　
　

市
内
在
住
の
子
育
て
世
代
が
満
足

し
て
い
な
い
と
新
規
移
住
者
は
来
な
い
。

　

見
せ
方
と
し
て
県
で
一
番
と
言
え
る

政
策
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　

　

あ
さ
く
ら
き
ず
な
メ
ー
ル
事
業

（
※
）
が
実
現
し
た
ら
、
全
国
で
33
番

目
、
九
州
で
２
番
目
の
取
組
に
な
る
。

　
　

人
口
減
少
、
高
齢
化
社
会
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
対
応
な
ど

地
域
社
会
の
様
々
な
課
題
解
決
の
た
め
、

官
民
連
携
の
必
要
性
を
ど
の
よ
う
に
認

識
し
て
い
る
か
。　

　
　

す
べ
て
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
行
政

の
み
で
行
う
こ
と
は
厳
し
く
な
っ
て
き
た
。

地
方
創
生
や
コ
ロ
ナ
禍
に
対
す
る
新
し
い

生
活
様
式
、持
続
可
能
な
開
発
目
標
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
な
ど
を
官
民
連
携
、共
創
で
し
っ
か

り
考
え
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　

厳
し
い
経
営
環
境
が
続
く
中
、
経

営
戦
略「
デ
ザ
イ
ン
経
営（
※
２
）」を
事

業
者
支
援
策
と
し
て
民
間
と
連
携
し
て

進
め
ら
れ
な
い
か
。

　
　

他
社
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
と
の
差
別

化
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
現
状
で
、
企

業
が
デ
ザ
イ
ン
経
営
に
取
り
組
み
コ
ン

セ
プ
ト
を
明
確
に
し
、
ブ
ラ
ン
ド
価
値

を
上
げ
て
い
く
こ
と
は
前
向
き
な
経
営

姿
勢
だ
と
捉
え
て
い
る
。
国
県
の
動
向

も
注
視
し
な
が
ら
、
市
の
取
組
と
し
て

は
、
普
及
啓
発
に
努
め
る
。

　
　

公
共
交
通
を
利
用
す
る
市
民
の
利

便
性
を
持
続
す
る
た
め
に
、
民
間
公
共

交
通
事
業
者
と
連
携
は
で
き
て
い
る
か
。

　

　

地
方
の
公
共
交
通
は
、
事
業
所
任

せ
で
は
立
ち
行
か
な
く
な
っ
て
き
た
。

利
用
促
進
に
向
け
た
ソ
フ
ト
事
業
を
強

く
実
践
し
て
い
く
こ
と
で
、
事
業
者
と

の
信
頼
関
係
を
結
ん
で
路
線
維
持
の
取

組
を
進
め
る
。　

中
な か し ま

島	秀
ひ で き

樹　議員

浅
あ さ お

尾	静
せ い じ

二　議員

新たな取組を創
つく

る

※
妊
娠
期
か
ら
３
歳
の
誕
生
日
ま
で
子
育
て
情
報
を

　

メ
ー
ル
等
で
提
供
す
る
事
業

※
２ 

ブ
ラ
ン
ド
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
、

　
　

 

企
業
の
産
業
競
争
力
を
向
上
さ
せ
よ
う
と
す
る

　
　

 

経
営
手
法

発展の処方箋は？

①   

コ
ロ
ナ
後
に
朝
倉
市
が
発
展
す
る

た
め
に
何
を
し
た
ら
い
い
の
か

【
質
問
項
目
】

①  

朝
倉
市
総
合
戦
略
に
お
け
る
官
民 

　

 

共
創
に
つ
い
て

【
質
問
項
目
】

Q

QQ

Q Q

Q

Q A

A

A A

AAA

A Q
「
朝
倉
市
に
行
っ
て
み
た
い
、見
て
み
た
い
」が
大
事
だ

メ
デ
ィ
ア
宣
伝
に
お
い
て
、
工
夫
や
注
力
が
必
要

A Q
官
民
連
携
で
地
方
創
生
に
取
り
組
む
に
は

ウ
ィ
ン
・
ウ
ィ
ン（
※
１
）の
関
係
に
な
る
こ
と

※
１ 

双
方
に
と
っ
て
良
い
状
態
で
あ
る
こ
と
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【一般質問】

　
　

　
　

手
洗
い
は
丁
寧
に
と
い
う
指
導

の
中
、
立
石
小
は
各
学
年
４
ク
ラ
ス

１
２
０
人
に
対
し
１
か
所
の
手
洗
い
場
、

５
つ
の
蛇
口
で
手
洗
い
は
徹
底
で
き
る

の
か
。　

　
　

　
　

蛇
口
の
整
備
等
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
と
反
省
し
て
い
る
。
立
石
小

は
、
蛇
口
だ
け
で
は
な
く
色
々
な
設
備

が
不
足
し
て
い
る
。
今
後
検
討
し
て
い
く
。

　
　

朝
倉
市
は
、
人
口
10
万
人
当
た
り

に
換
算
し
た
１
週
間
の
感
染
者
数
が
百

人
以
上
で
あ
る
。
医
療
体
制
に
つ
い
て

尋
ね
る
。　

　

　
　

朝
倉
医
師
会
病
院
が
県
か
ら
の
依

頼
で
感
染
者
を
受
け
入
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
現
在
、
入
院
治
療
が
必
要
な

方
が
入
院
で
き
な
い
状
況
で
は
な
い
。

　

県
内
４
か
所
に
酸
素
投
与
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
が
設
置
さ
れ
、
自
宅
療
養
者
に

は
必
要
に
応
じ
血
中
酸
素
飽
和
度
を
測

る
機
器
が
貸
し
出
さ
れ
る
と
も
に
、
保

健
所
が
毎
日
状
況
を
確
認
し
て
お
り
、

容
体
が
急
変
す
れ
ば
救
急
搬
送
を
行
う
。

　
　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
活
動
と

今
後
の
体
制
に
つ
い
て
。

　

　

地
域
に
暮
ら
す
身
近
な
相
談
相
手

と
し
て
、
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
を

受
け
て
い
る
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
だ
が
仕
事
の
負
担
が

大
き
く
、
負
担
軽
減
が
必
要
。
地
域
の

実
情
に
合
わ
せ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
地
域
、

社
協
等
と
連
携
し
解
決
す
る
体
制
づ
く

り
に
市
も
一
緒
に
取
り
組
め
れ
ば
と
考

え
る
。

　

　

自
力
で
の
避
難
が
難
し
い
方
に
対

す
る
避
難
支
援
は
。

　

　

地
域
に
よ
っ
て
要
支
援
者
一
人
ひ

と
り
に
対
す
る
支
援
者
を
決
め
て
い
る

と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
全
体
に
浸
透
し
て

い
な
い
。
地
域
や
福
祉
団
体
と
連
携
し
、

個
別
避
難
計
画
の
作
成
を
推
進
す
る
。

　
　

防
災
行
政
無
線
は
室
内
で
は
聞
き

取
り
づ
ら
い
が
、
良
い
工
夫
は
な
い
か
。　

　
　

防
災
行
政
無
線
を
補
完
す
る
情
報

伝
達
手
段
と
し
て
、
緊
急
速
報
メ
ー
ル
、

L
ア
ラ
ー
ト
、
防
災
行
政
無
線
テ
レ
ホ

ン
サ
ー
ビ
ス
等
を
活
用
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

　
　

本
市
の
生
産
年
齢
人
口
が
５
年
間

で
約
４
千
５
百
人
も
激
減
し
て
い
る
が
、

対
策
は
。

　

　

移
住
定
住
支
援
、
子
育
て
世
代
定

住
促
進
等
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
　

本
市
に
あ
る
３
千
２
百
戸
の
空
き

家
対
策
は
。

　

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
よ
る
先
進

事
例
の
情
報
収
集
、
空
き
家
バ
ン
ク
運

営
の
充
実
等
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、

専
門
知
識
が
必
要
な
案
件
は
、
県
の
空

き
家
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
案
内
す
る
。

　
　

空
き
家
や
空
き
地
等
の
放
置
に
よ

る
ト
ラ
ブ
ル
対
策
は
。

　

　

空
き
家
や
土
地
の
所
有
者
に
対
し
、

適
切
に
管
理
す
る
よ
う
指
導
し
て
い
る
。

　
　

定
住
促
進
策
と
し
て
、
市
内
に
家

を
建
て
た
く
な
る
よ
う
な
施
策
が
必
要

で
は
。

　

　

市
外
か
ら
の
移
住
促
進
と
同
様
に

重
要
と
考
え
る
。

柴
し ば や ま

山	恭
き ょ う こ

子　議員

徳
と く な が

永	秀
ひ で と し

俊　議員

感染対策は大事

※
７
月
27
日
か
ら
８
月
16
日
の
数
値

①   

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

　

 

取
組
に
つ
い
て

②   

民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
つ
い
て

③   

地
域
放
送
整
備
に
つ
い
て

【
質
問
項
目
】

①  

防
災
、
減
災
に
つ
い
て　
　
　

②  

地
方
創
生
に
つ
い
て

【
質
問
項
目
】

Q

QQ

QQQQ

Q QA

AA

AAAA

AA

A Q
市
民
が
住
み
や
す
い
朝
倉
市
に
す
る
施
策
は

今
後
と
も
防
災
・
減
災
や
定
住
促
進
に
力
を
入
れ
る

A Q
小
中
学
校
の
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
の
取
組
は

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
、
手
洗
い
、
換
気
等
を
徹
底
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
対
策
に
つ
い
て
、
第
４
回
目
の
緊

急
事
態
宣
言
下
で
の
や
る
べ
き
こ
と
、

具
体
的
な
対
策
は
。

　
　

市
と
し
て
県
の
決
定
に
従
う
と
と

も
に
、
感
染
対
策
に
つ
い
て
市
民
に
周

知
し
て
い
る
。
ウ
イ
ル
ス
か
ら
大
切
な

命
を
守
る
た
め
の
広
報
お
よ
び
啓
発
に

努
め
て
い
く
。

　
　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
農
業
情
勢
に

つ
い
て
、
今
後
の
朝
倉
市
の
農
産
物
消

費
拡
大
対
策
は
。

　
　

昨
年
度
か
ら
引
き
続
き
、
三
連
水

車
の
里
あ
さ
く
ら
お
よ
び
フ
ァ
ー
ム
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
バ
サ
ロ
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た

販
売
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
す
る
。　
　
　
　

　
　

毎
年
起
こ
る
豪
雨
災
害
に
備
え
、

農
業
の
治
水
機
能
を
生
か
し
た
「
田
ん

ぼ
ダ
ム
」の
構
築
・
普
及
を
。

　
　

田
ん
ぼ
ダ
ム
の
有
効
性
は
十
分
に

理
解
し
て
い
る
。
今
後
も
十
分
に
調
査

研
究
し
、
農
業
者
の
理
解
を
得
な
が
ら

情
報
収
集
に
努
め
た
い
。

　

　

朝
倉
地
域
に
お
け
る
今
後
の
過
疎

対
策
と
し
て
は
、
防
災
行
政
無
線
を
兼

ね
た
全
地
域
放
送
こ
そ
が
第
一
歩
で
は
。

　

　

市
の
情
報
伝
達
に
関
す
る
基
本
方

針
や
、
過
去
の
経
緯
か
ら
、
現
段
階
で

は
地
域
放
送
シ
ス
テ
ム
構
築
は
考
え
て

い
な
い
。

　
　

	

　
　

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
希
望
者
や
、
保
育・

教
育
の
従
事
者
、
介
護
・
障
が
い
・
福

祉
サ
ー
ビ
ス
等
の
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
が
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
に
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
を
受
け
た
場
合
の
費
用
の
無
料

化
や
一
部
補
助
が
で
き
な
い
か
。　

　
　

無
料
化
に
よ
る
医
療
機
関
へ
の
来

院
者
の
増
加
や
、
検
査
結
果
後
の
対
応

等
、
医
療
機
関
の
協
力
が
必
要
で
あ
り
、

現
在
無
料
化
は
考
え
て
い
な
い
。

　
　

感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
早
期

発
見
、
早
期
治
療
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　

　

保
健
所
で
は
、
丁
寧
な
対
応
が
行

わ
れ
て
い
る
の
で
、
保
健
所
と
協
力
し

な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　

朝
倉
市
へ
の
抗
原
検
査
キ
ッ
ト
の

配
布
は
約
２
２
０
個
程
度
だ
が
、
小
中

学
校
で
の
キ
ッ
ト
の
使
用
に
つ
い
て
は
、

感
染
防
止
対
策
や
部
屋
の
隔
離
、
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
の
問
題
等
、
課
題
が
多
い
。

市
の
見
解
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

　

　

抗
原
検
査
キ
ッ
ト
の
使
用
は
、
教

職
員
が
出
勤
後
、
体
調
が
悪
く
な
っ

た
時
に
、
自
分
で
抗
原
検
査
を
行
う

た
め
に
使
う
。
現
段
階
で
は
児
童
生

徒
へ
の
使
用
は
考
え
て
い
な
い
。
学

校
で
児
童
生
徒
に
症
状
が
出
た
場
合

は
、
原
則
、
保
護
者
に
連
絡
し
て
医

療
機
関
で
受
診
し
て
い
た
だ
く
こ
と

を
中
心
に
考
え
て
い
る
。

仲
な か や ま

山	寛
ゆたか

　議員

大
お お ば

庭	きみ子
こ

　議員ＰＣＲ検査の無料化を！

①  

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大　

　

 

防
止
対
策
に
つ
い
て

②   

朝
倉
市
の
農
林
行
政
施
策
に
つ
い
て

③   

過
疎
対
策
に
つ
い
て

【
質
問
項
目
】

①  

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大 

　

 

防
止
対
策
に
つ
い
て

②  

コ
ロ
ナ
経
済
対
策
「
朝
倉
の
魅
力

　

 

体
験
事
業
費
」
に
つ
い
て

③   

送
迎
バ
ス
の
安
全
性
に
つ
い
て

【
質
問
項
目
】

Q

QQ

Q

QQ

Q A

A

A A

AAA

A Q
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
無
料
化
、一
部
補
助
が
出
来
な
い
か

医
療
機
関
の
負
担
等
が
あ
り
無
料
化
は
考
え
て
な
い

A Q
過
疎
地
域
の
未
来
の
た
め
の
過
疎
対
策
を

朝
倉
市
の
過
疎
計
画
事
業
に
基
づ
き
実
施
す
る

小
中
学
校
へ
の
抗
原
検
査
キ
ッ
ト

配
布
に
つ
い
て
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８
月
の
停
滞
前
線
に
よ
る
豪
雨
に

よ
り
、
筑
後
川
の
水
位
が
下
が
ら
ず
桂

川
の
排
水
能
力
が
落
ち
た
。
筑
後
川
の

河
床
を
下
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。　
　
　

　
　

国
交
省
に
は
筑
後
川
の
堆
積
土

砂
の
浚し

ゅ
ん
せ
つ渫（
※
１
）
を
要
望
し
て
き
た
。

今
後
も
要
望
し
て
い
く
。

　
　

長
田
川
は
床
島
水
門
か
ら
サ
イ

フ
ォ
ン
（
※
２
）
で
佐
田
川
の
下
を
通
っ
て

筑
後
川
へ
排
水
さ
れ
る
。
こ
れ
を
直
接

佐
田
川
に
排
水
す
れ
ば
、
排
水
能
力
も

高
く
な
る
と
思
う
が
、
考
え
ら
れ
な
い
か
。

　
　

　
　

長
田
川
の
佐
田
川
サ
イ
フ
ォ
ン
に

つ
い
て
は
、
同
様
の
問
題
意
識
を
持
っ

て
い
る
。
国
交
省
に
そ
の
旨
要
望
し
て

き
た
。
本
年
６
月
に
筑
後
川
学
識
者
懇

談
会
が
開
催
さ
れ
、
佐
田
川
に
つ
い
て

は
河
川
整
備
計
画
の
変
更
を
見
据
え
て
、

様
々
な
治
水
対
策
を
進
め
る
と
い
う
説

明
が
あ
っ
た
。
市
と
し
て
も
強
い
関
心

を
も
っ
て
国
に
要
望
し
て
い
く
。

　
　

県
道
14
号
線
鳥
栖
朝
倉
線
バ
イ
パ

ス
工
事
の
計
画
で
は
、
佐
田
川
の
新
橋

ま
で
勾
配
を
つ
け
て
上
っ
て
い
く
と
聞

い
て
い
る
。
こ
の
工
事
に
よ
る
排
水
対

策
等
は
住
民
に
説
明
さ
れ
て
い
る
か
。

　

　

県
も
説
明
会
を
行
っ
て
き
て
い
る
。

し
か
し
、
近
年
の
豪
雨
に
よ
る
蜷
城
地

区
の
内
水
被
害
を
ふ
ま
え
、
道
路
建
設

に
関
連
す
る
内
水
対
策
に
つ
い
て
は
十

分
考
慮
す
る
必
要
が
あ
り
、
地
元
へ
の

説
明
も
含
め
て
県
と
協
議
し
て
い
く
。

　
　

学
校
に
行
き
づ
ら
い
児
童
・
生
徒

へ
の
支
援
と
し
て
、
朝
倉
市
は
適
応
指

導
教
室
ス
テ
ッ
プ
を
開
設
し
て
い
る
。

ま
た
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス

よ
つ
ば
が
自
立
支
援
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
令
和
２
年
度
、
両
教
室
に
通
っ
て

い
た
児
童
・
生
徒
数
を
尋
ね
る
。　

　
　

ス
テ
ッ
プ
に
お
い
て
は
、
小
学
生

５
人
、
中
学
生
22
人
。
合
計
27
人
。
よ

つ
ば
に
お
い
て
は
、
小
学
生
１
人
、
中

学
生
７
人
。
合
計
８
人
が
通
っ
た
。

　
　
　

　

学
校
に
行
き
づ
ら
い
子
ど
も
た
ち

が
ス
テ
ッ
プ
や
よ
つ
ば
で
学
び
、
学
校

に
復
帰
を
果
た
し
て
も
、
対
応
し
て
く

れ
る
環
境
が
な
く
、
再
び
逆
戻
り
す
る

こ
と
が
あ
る
と
聞
く
。
各
学
校
に
不
登

校
支
援
教
員
を
加
配
す
べ
き
と
考
え
る
。

　

　

不
登
校
児
童
・
生
徒
の
復
帰
後
の

緩
衝
的
な
教
室
を
設
け
、
心
の
相
談
員

が
対
応
し
て
い
る
学
校
も
あ
る
。
予
算

や
人
材
確
保
の
問
題
も
あ
り
、
少
し
ず

つ
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
。

　
　

よ
つ
ば
に
は
朝
倉
市
を
始
め
東
峰

村
、
筑
前
町
な
ど
か
ら
小
中
学
生
が
毎

年
20
人
以
上
通
っ
て
い
る
。
県
や
東
峰

村
か
ら
の
補
助
金
、
企
業
か
ら
の
協
賛

金
で
運
営
し
て
い
る
が
資
金
的
に
不
安

が
あ
る
。
朝
倉
市
も
支
援
す
べ
き
だ
。

　

　

よ
つ
ば
は
ス
テ
ッ
プ
と
若
干
性
質

は
違
う
が
、
活
動
内
容
は
ほ
ぼ
同
じ
で

頑
張
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
兼
ね
合
い
が
あ
る
の
で
、

慎
重
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

加
か と う

藤	正
し ょ う じ

二　議員

佐
さ さ き

々木	明
あ き こ

子　議員

フリースペースよつばは、
学校に行きづらい子どもたちを

支援しています

※
１ 

川
床
の
土
砂
等
を
取
り
去
る
土
木
工
事

※
２ 

水
面
の
高
低
差
を
利
用
し
、
あ
る
地
点
か
ら

　
　

 

別
の
地
点
へ
水
を
送
る
管

①   

蜷
城
地
区
の
浸
水
対
策
に
つ
い
て

【
質
問
項
目
】

①  

学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
に
つ
い
て

② 

学
校
教
育
行
政
に
つ
い
て

【
質
問
項
目
】

Q

Q

Q Q

Q

Q A

A

A A

AA

A Q
学
校
に
復
帰
し
た
子
ど
も
た
ち
へ
の
支
援
を
望
む

緩
衝
的
な
教
室
を
少
し
ず
つ
充
実
さ
せ
て
い
く

A Q
蜷
城
地
区
の
浸
水
対
策
と
内
水
対
策
は

河
川
管
理
者
、
関
係
機
関
と
協
議
を
続
け
て
い
く
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水
の
文
化
村
の
せ
せ
ら
ぎ
館
や
水

辺
の
ふ
れ
あ
い
ゾ
ー
ン
、
た
か
き
清
流

館
の
有
効
活
用
が
で
き
て
お
ら
ず
、
観

光
と
も
連
携
が
取
れ
て
い
な
い
の
は
、

も
っ
た
い
な
い
。　
　
　

　
　

地
域
や
企
業
な
ど
の
知
識
と
知
恵

を
取
り
入
れ
、
さ
ら
な
る
活
用
策
を
検

討
し
て
い
く
。
ま
た
、
３
ダ
ム
の
湖
面

と
観
光
拠
点
等
を
結
ぶ
水
の
回
路
と
し

て
も
活
用
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　

せ
っ
か
く
市
が
管
理
す
る
小
石
原

川
の
支
川
が
あ
り
な
が
ら
、
そ
れ
を
取

水
し
な
い
の
は
、
も
っ
た
い
な
い
。

　
　

課
題
を
抽
出
し
、
対
策
を
具
体
化

で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　

今
期
の
大
雨
で
、
河
川
の
氾
濫
が

な
か
っ
た
の
は
、
小
石
原
川
６
万
ト
ン

の
浚し

ゅ
ん
せ
つ渫

、
ダ
ム
施
設
の
機
能
、
そ
の
ダ

ム
の
水
量
操
作
を
し
た
関
係
各
位
に

あ
っ
ぱ
れ
。
小
石
原
川
ダ
ム
は
ど
の
よ

う
な
洪
水
調
整
が
行
わ
れ
た
の
か
。

　

　

小
石
原
川
ダ
ム
は
空
き
容
量
が
あ

り
、
雨
水
全
量
を
貯
水
で
き
た
。
併
せ

て
小
石
原
川
の
浚
渫
が
被
害
の
低
減
効

果
を
最
大
限
に
発
揮
し
て
い
る
。

　

　

防
災
行
政
無
線
の
大
事
な
放
送
が

聞
き
取
り
に
く
い
の
は
、
も
っ
た
い
な

い
。

　

　

ス
ピ
ー
カ
ー
の
性
能
向
上
、
ま
た
、

無
線
放
送
以
外
の
情
報
伝
達
手
段
も
活

用
さ
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　

教
育
現
場
で
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
活
用

と
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
。　

　
　

教
育
用
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
、

３
割
程
度
活
用
し
て
い
る
。
今
後
、
授

業
だ
け
で
は
な
く
、
家
庭
学
習
に
お
い

て
も
、
活
用
が
進
む
よ
う
に
し
て
い
き

た
い
。

　
　

感
染
症
や
災
害
時
で
長
期
休
校
を

せ
ざ
る
を
得
な
い
と
き
、
リ
モ
ー
ト
授

業
が
で
き
る
状
態
に
あ
る
か
。

　

　

教
室
間
を
つ
な
い
だ
リ
モ
ー
ト
授

業
を
試
験
的
に
行
っ
た
。
学
校
と
家
庭

を
つ
な
げ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
行
事
を
実
施

し
て
い
る
。
大
規
模
な
災
害
に
見
舞
わ

れ
た
時
に
活
用
で
き
る
よ
う
努
め
る
。

　
　

安
全
・
安
心
な
学
校
生
活
を
送
る

た
め
の
安
全
管
理
は
。

　

　

児
童
生
徒
の
危
機
意
識
を
高
め
、

学
校
、
教
育
委
員
会
、
警
察
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
保
護
者
の
連
携
を
取
り

な
が
ら
、
安
全
確
保
に
努
め
て
い
る
。

　
　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
結
び
つ
く
学
校
で
の

教
育
は
。

　

　

教
育
の
中
で
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
概
念

に
触
れ
る
こ
と
は
、
非
常
に
重
要
な
こ

と
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

持
続
可
能
な
社
会
を
目
指
す
新
た
な

観
点
か
ら
も
、
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で

き
た
教
育
活
動
の
一
層
の
充
実
を
図
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

熊
く ま も と

本	正
ま さ ひ ろ

博　議員

北
き た が わ

川	清
き よ ふ み

文　議員

ＳＤＧｓとは2030年に向けて
世界が合意した「17の持続
可能な開発目標」です

私
の
質
疑
応
答
時
間
、

８
分
残
し
た
の
も
、

こ
れ
ま
た
、
も
っ
た
い
な
い

QQ

QQ

QQ

QQ A

AA

AA

AAA

A Q
安
心
安
全
な
学
校
生
活
と
質
の
高
い
教
育
を

地
域
と
連
携
し
教
育
の
一
層
の
充
実
を
図
る

A Q
朝
倉
市
の
魅
力
、
活
用
せ
ん
と
も
っ
た
い
な
い

魅
力
あ
る
活
用
策
を
広
く
検
討
す
る

①  

水
の
文
化
村
施
設
の
活
用
に
つ
い
て

②  

た
か
き
清
流
館
の
活
用
に
つ
い
て

③   

冬
水
確
保
に
つ
い
て

④  

８
月
大
雨
に
お
け
る
ダ
ム
操
作
に

　

 

つ
い
て

⑤  

災
害
復
旧
事
業
の
効
果
に
つ
い
て

⑥  

防
災
行
政
無
線
に
つ
い
て

【
質
問
項
目
】

①  

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
に
お
け
る
タ
ブ

　

 

レ
ッ
ト
活
用
に
つ
い
て

②  

学
校
安
全
推
進
計
画
に
つ
い
て

③   

安
全
・
安
心
な
学
校
生
活
に
つ
い
て

④  

子
ど
も
た
ち
の
学
校
通
学
路
に
つ
い
て

⑤  

学
校
に
お
け
る
避
難
訓
練
に
つ
い
て

⑥  

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
教
育
の
取
組
に
つ
い
て

【
質
問
項
目
】
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【９月定例会審議結果】
 

９月定例会で審議した議案等の結果です ◎…全会一致
○…賛成多数
※…討論あり議案番号 議案の件名 議案の主な内容

総務文教常任委員会

第 97 号議案

朝倉市個人情報保護条例及び朝倉市
行政手続における特定の個人を識別
するための番号の利用等に関する法
律に基づく個人番号の利用及び特定
個人情報の提供に関する条例の一部
を改正する条例の制定について

特定個人情報のやりとりをするための情報提供ネットワー
クシステムの所管が、総務省からデジタル庁に変更された
ことに伴い、情報提供等記録の訂正の通知先を総務大臣か
らデジタル庁の長である内閣総理大臣に改めるもの

◎可決

第 98 号議案 朝倉市過疎地域持続的発展計画
（朝倉・杷木地域）の策定について

過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法の規定によ
り策定するもの（計画期間：令和３年度から令和７年度まで） ◎可決

３請願第１号 「少人数学級推進などの定数改善」「義務教育費国庫負担制度２分の１復元」にかかわる意見書の提出を
求める請願書 ◎採択

環境民生常任委員会

第 85 号議案 令和２年度朝倉市住宅新築資金等貸付特別会計歳入歳出決算の認定について ◎認定

第 87 号議案 令和２年度朝倉市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について ◎認定

第 88 号議案 令和２年度朝倉市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について ◎認定

第 89 号議案 令和２年度朝倉市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について ◎認定
第 95 号議案 令和３年度朝倉市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）について ◎可決

第 96 号議案 令和３年度朝倉市介護保険特別会計補正予算（第１号）について ◎可決

建設経済常任委員会
第 86 号議案 令和２年度朝倉市簡易水道特別会計歳入歳出決算の認定について ◎認定
第 90 号議案 令和２年度朝倉市工業用地造成事業特別会計歳入歳出決算の認定について ◎認定
第 91 号議案 令和２年度朝倉市工業用水道事業の利益の処分及び決算の認定について ◎可決及び認定

第 92 号議案 令和２年度朝倉市水道事業の利益の処分及び決算の認定について ◎可決及び認定

第 93 号議案 令和２年度朝倉市下水道事業の利益の処分及び決算の認定について ◎可決及び認定

第 99 号議案 工事請負契約の締結について
（北川下流域地区）

工事箇所　：朝倉市杷木志波地内
工事概要　：農地改良復旧（区画整理）工事一式
　　　　　　整地工　7.00 ヘクタール　
契約請負額：2 億 2,660 万円
工事請負人：有限会社小林建設

◎可決

第 100 号議案 工事請負契約の締結について
（赤谷川地区（２工区））

工事箇所　：朝倉市杷木松末地内
工事概要　：農地改良復旧（区画整理）工事一式
　　　　　　整地工　4.94 ヘクタール　
契約請負額：1 億 9,470 万円
工事請負人：株式会社井手組

◎可決

第 101 号議案 工事請負契約の締結について
（赤谷川下流域地区）

工事箇所　：朝倉市杷木林田、杷木星丸、杷木大山地内
工事概要　：農地改良復旧（区画整理）工事一式
　　　　　　整地工　9.04 ヘクタール　
契約請負額：2 億 4,175 万 8,000 円
工事請負人：株式会社協和工業

◎可決

決算審査特別委員会

第 84 号議案 令和２年度朝倉市一般会計歳入歳出決算の認定について ◎認定

その他

報告第 14 号 専決処分の報告について（市道上の事故による損害賠償について） 報告済

報告第 15 号 令和２年度朝倉市健全化判断比率等の報告について 報告済

報告第 16 号 令和２年度甘木鉄道株式会社の決算について 報告済

報告第 17 号 令和３年度甘木鉄道株式会社の事業計画について 報告済

第 94 号議案 令和３年度朝倉市一般会計補正予算（第５号）について ◎可決

意見書案第２号 地方財政の充実・強化を求める意見書の提出について ◎可決

意見書案第３号 コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書の提出について ◎可決

意見書案第４号 「少人数学級推進などの定数改善」「義務教育費国庫負担制度２分の１復元」を求める意見書の提
出について ◎可決
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【補正予算・請願書・意見書】
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請
願
書
・
意
見
書

令和３年度　９月補正予算の主なもの
　≪一般会計≫	 ・・・・	 19億3,558万円
新型コロナウイルス感染症 市独自支援策　
 ○路線バス・貸切バス・タクシー事業者への支援事業費　・・・・・・・・・・・・ 950万円
 　　路線バス事業運行経費の補助（１路線当たり上限150万円）
 　　貸切バス維持経費の補助（バス１台当たり5万円）
 　　タクシー維持経費の補助（タクシー１台当たり2.5万円）
 ○電子入札システム導入事業費　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 500万円
 ○あさくらきずなメール事業費　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 129万円
 　　妊娠期から３歳の誕生日まで子育て情報をメール等で提供
 ○妊婦インフルエンザ予防接種補助事業費　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 30万円

 ○三奈木コミュニティセンター整備事業費　・・・・・・・・・・・・・・・ 3億1,500万円
 ○前年度決算余剰金による小石原川ダム水源地域整備基金積立金　・・・・・・・ 3,944万円
 ○国民健康保険特別会計繰出金（新型コロナの影響による保険税減免補填分）・・・ 887万円
 ○介護保険特別会計繰出金（新型コロナの影響による保険料減免補填分）・・・・・ 124万円
 ○新型コロナウイルス感染症予防接種事業費　・・・・・・・・・・・・・・・・ 4,000万円
 ○園芸品目生産緊急支援事業費　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1,300万円
 ○経営継承・発展等支援事業費　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 500万円
 ○労働力確保緊急対策事業費　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 130万円
 ○小中学校ＩＣＴ環境整備事業費（教師用タブレットの追加購入等）・・・・・・ 2,500万円

　

令
和
３
年
第
４
回
定
例
会
で
次
の
請

願
書
を
全
会
一
致
で
採
択
し
、
関
係
機

関
に
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
下
記
の
意
見
書
案
を
全
会
一

致
で
可
決
し
、
関
係
機
関
に
意
見
書
を

提
出
し
ま
し
た
。

「
少
人
数
学
級
推
進
な
ど
の
定
数
改
善
」

「
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
２
分
の

１
復
元
」
に
か
か
わ
る
意
見
書
の
提
出

を
求
め
る
請
願
書

請
願
事
項

１ 

．
中
学
校
・
高
等
学
校
で
の
35
人
学 

級
を
早
急
に
実
施
す
る
こ
と
。
ま
た
、

さ
ら
な
る
少
人
数
学
級
に
つ
い
て
検

討
す
る
こ
と

２ 

．
教
育
の
機
会
均
等
と
水
準
の
維　

持
向
上
を
は
か
る
た
め
、
地
方
財
政

を
確
保
し
た
上
で
義
務
教
育
費
国
庫

負
担
制
度
の
負
担
割
合
を
引
き
上
げ

る
こ
と

請
願
者　
福
岡
県
教
職
員
組
合
朝
倉
支
部

　
　
　
　
　
支
部
長　
山
崎　
三
枝

紹
介
議
員　
大
庭　
き
み
子

地
方
財
政
の
充
実・強
化
を
求
め
る
意
見
書

要
旨　
※
一
部
の
み
掲
載

　

新
型
コ
ロ
ナ
で
地
方
自
治
体
に
新
た
に

発
生
し
て
い
る
多
く
の
行
政
需
要
を
ふ
ま

え
、
令
和
４
年
度
政
府
予
算
に
以
下
を
求

め
る
。

１ 

．
増
大
す
る
地
方
自
治
体
の
財
政
需
要　

を
的
確
に
把
握
し
、
地
方
一
般
財
源
総　

額
の
確
保
を
図
る
こ
と

２ 

．
保
健
所
体
制
・
機
能
の
強
化
、
そ
の

他
コ
ロ
ナ
対
応
事
業
お
よ
び
地
域
経
済

活
性
化
の
た
め
の
財
源
措
置
を
図
る
こ
と

３ 

．
社
会
保
障
費
の
拡
充
、
自
治
体
の
人

材
確
保
の
た
め
の
財
政
措
置
を
図
る
こ
と

提
出
者　
大
庭　
き
み
子
、佐
々
木　
明
子

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
厳
し
い
財
政
状
況
に
対
処

し
地
方
税
財
源
の
充
実
を
求
め
る
意
見
書

要
旨　
※
一
部
の
み
掲
載

　

新
型
コ
ロ
ナ
対
応
に
加
え
、
将
来
に
向

け
増
加
す
る
財
政
需
要
に
対
応
す
る
た

め
、
令
和
４
年
度
地
方
税
制
改
正
に
以
下

を
強
く
要
望
す
る
。

１ 

．
令
和
４
年
度
以
降
３
年
間
の
地
方
一

般
財
源
総
額
に
つ
い
て
、
十
分
な
総
額

を
確
保
す
る
こ
と

２ 

．
固
定
資
産
税
制
度
の
根
幹
を
揺
る
が

す
見
直
し
は
断
じ
て
行
わ
な
い
こ
と
お
よ

び
現
行
の
特
例
措
置
は
期
限
を
も
っ
て
終
了

す
る
こ
と

提
出
者　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　
　
委
員
長　
鹿
毛　
哲
也

令和３年度９月　　　
　　新型コロナウイルス感染症対策に　約１億５５１万円
　　うち朝倉市独自支援策等に　　　　約１，６０９万円

補
正
予
算



【委員会視察】

　　
　
７
月
21
日
、
建
設
経
済
常
任
委
員
会

で
、
朝
倉
農
業
高
校
跡
地
内
に
あ
る「
農

の
エ
リ
ア
」
の
活
用
状
況
を
調
査
し
ま

し
た
。

　

エ
リ
ア
内
に
あ
る
Ｊ
Ａ
筑
前
あ
さ
く

ら
中
央
選
果
場
、
中
央
パ
ッ
ケ
ー
ジ
セ

ン
タ
ー
お
よ
び（
株
）ア
グ
リ
ガ
ー
デ
ン

ス
ク
ー
ル
＆
ア
カ
デ
ミ
ー
を
視
察
し
、

各
施
設
の
担
当
者
か
ら
説
明
を
受
け
、

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
　

　

Ｊ
Ａ
筑
前
あ
さ
く
ら
中
央
選
果
場
は

梨
、
柿
の
集
出
荷
貯
蔵
施
設
で
す
。

　

市
内
２
か
所
に
あ
っ
た
選
果
場
を
再

編
高
機
能
化
す
る
こ
と
で
、
選
果
判
別

の
精
度
が
向
上
し
、
出
荷
果
実
の
高
品

質
化
選
別
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。　

　
　

　

中
央
パ
ッ
ケ
ー
ジ
セ
ン
タ
ー
は
令
和

３
年
３
月
に
竣
工
し
た
ば
か
り
の
施
設

で
、
主
に
い
ち
ご
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
、

い
ち
じ
く
を
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

　

市
内
２
か
所
に
あ
っ
た
施
設
を
集
約

し
パ
ッ
ケ
ー
ジ
処
理
能
力
が
向
上
し
た

こ
と
で
、
よ
り
多
く
の
利
用
希
望
者
の

受
け
入
れ
が
可
能
に
な
り
、
生
産
農
家

の
選
果
作
業
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
（
株
）
ア
グ
リ
ガ
ー
デ
ン
ス
ク
ー
ル
＆

ア
カ
デ
ミ
ー
は
、
有
機
農
業
を
担
う
人

材
を
育
成
す
る
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー

ル
で
す
。

　

受
講
生
は
、
座
学
や
実
習
を
通
し
て

様
々
な
角
度
か
ら
農
業
を
学
び
、
そ
れ

ぞ
れ
の
土
地
や
資
材
に
適
し
た
農
法
の

選
択
が
で
き
る
よ
う
、
実
践
力
を
身
に

つ
け
て
い
き
ま
す
。
視
察
中
も
、
多
く

の
受
講
生
が
真
剣
な
表
情
で
講
師
の
説

明
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

委
員
会
で
は
、
今
回
確
認
し
た
活
用

状
況
や
課
題
を
踏
ま
え
、
市
政
へ
の
施

策
の
提
言
に
反
映
で
き
る
よ
う
、
今
後

も
さ
ら
な
る
調
査
研
究
に
取
り
組
ん
で

い
く
予
定
で
す
。

中央選果場で説明を聞く委員

朝倉産の梨　輸出拡大にも期待

　

令
和
３
年
度
の
開
催
に
つ
い
て

　
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

開
催
日
時

　
令
和
４
年
２
月
４
日
（
金
）
19
時

会
場

　
・
ピ
ー
ポ
ー
ト
甘
木

　
　
　
　
　
　
第
４
、
第
５
学
習
室

　
・
朝
倉
地
域
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
議
室
１

※ 

新
型
コ
ロ
ナ
の
状
況
等
に
よ
り
、

　
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
の
議
会
だ
よ
り
、
こ
れ

ま
で
と
は
異
な
る
と
こ
ろ
が
あ

り
ま
す
。
み
な
さ
ん
お
気
づ
き

で
し
ょ
う
か
。

　

そ
う
、
文
字
を
少
し
大
き
く

し
て
み
ま
し
た
。
今
こ
う
や
っ

て
読
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
こ

と
が
、
成
功
な
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
よ
り
よ
い
議
会
だ
よ
り

作
り
に
挑
戦
し
て
い
き
ま
す
。

広
報
委
員
会 

　
委
員
長　
　
内
田　

 

恵
三

　
副
委
員
長　
熊
本　

 

正
博

　
委
員　
　
　
鹿
毛　

 

哲
也

　
委
員　
　
　
佐
々
木 

明
子

　
委
員　
　
　
徳
永　

 

秀
俊

　
委
員　
　
　
仲
山　
　

 

寛

議
会
報
告
会

次回定例会の予定
開会日	 11月30日
一般質問	 12月3日
	 ～7日
議案質疑	 12月7日
常任委員会	 12月8日
	 ～10日
閉会日	 12月15日

　11月25日の議会運営委員会
　で変更になる場合があります。

あさくら市議会だより 発行：朝倉市議会　　編集：広報委員会    〒838-8601　福岡県朝倉市菩提寺412番地2
Tel:(0946)22-1111(代表)  Fax:(0946)22-1125  E-mail:gikai@city.asakura.lg.jp

朝
倉
農
業
高
校
跡
地
内

　「
農
の
エ
リ
ア
」を
視
察
し
ま
し
た


